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ポンプ

・個⼈サンプラーでの測定
・環境改善のご提案
・呼吸⽤保護具の選定ご提案
・フィットテスト

すべてお任せください︕

2021年4⽉より、⾦属アーク溶接等作業で発⽣する 「溶接ヒューム」
が特化則の特定化学物質（第２類物質）として位置付けられます。屋
内で溶接作業等を実施している事業場では、年1回以上の溶接ヒューム
の濃度測定が義務となります。

溶接ヒュームが特化物に指定されます

国家資格（作業環境測定⼠・環境計量⼠）の保有者が測定を実施
いたします。
溶接作業場では、ヒューム以外にも熱切断や切削などにおいて粉じんの
発⽣、排⽔への有害物の混⼊、悪臭の発⽣等も懸念されます。弊社で
は溶接ヒューム濃度測定だけでなく、粉じん、排⽔、臭気測定、その他各
種環境測定が可能です。
ワンストップで測定可能な弊社にぜひご⽤命ください︕

対応の流れ

信頼と実績の環境総合リサーチ︕

溶接ヒューム濃度測定
（個⼈サンプラー）

基準値超過基準値未満

呼吸⽤保護具の選定

フィットテストの実施

環境改善の実施
集じん機や局所排気装置の設置提案

再測定の実施

ループ１（ヒトに対する発がん性）に分類され

溶接ヒュームの有害性

アークの熱によって溶かされた⾦属が蒸気とな
り，その蒸気が空気中で冷却され固体状
（⾦属酸化物）の細かい粒⼦となったもので、
われわれの⽬には煙のように⾒えます。

溶接ヒュームに含まれるマンガンによる神経機
能障害が多数報告されています。 また、肺が
んのリスクもあることから、国際がん研究機構
（IARC）は、2017年に溶接ヒュームをグ
ループ１（ヒトに対する発がん性）に分類され
ました。

測定対象となる作業
●⾦属をアーク溶接する作業
●アークを⽤いて⾦属を溶断し、またはガ

ウジングする作業
●その他の溶接ヒュームを製造し、または

取り扱う作業（燃焼ガス、レーザービーム
等を熱源とする溶接、溶断、ガウジングは
含まれません）


